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主な内容

◆◆平平成成2233年年度度税税制制改改正正大大綱綱
法法人人実実効効税税率率５５％％引引きき下下げげへへ

◆◆新新年年賀賀詞詞交交歓歓会会 来来賓賓・・会会員員合合わわせせてて117700名名がが出出席席

◆◆新新 春春 講講 演演 会会 拓拓殖殖大大学学海海外外事事情情研研究究所所長長 森森本本 敏敏氏氏がが講講演演
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◎申告書の提出期限及び納税の期限は

所 得 税・贈 与 税 ３月15日（火）まで

個人事業者の消費税及び地方消費税 ３月31日（木）まで

３月に入りますと、税務署は大変混雑しますので、早めの申告にご協力ください。

申告書はe-Tax（国税電子申告・納税システム）又は郵送等でも提出できます。

納税には便利で安全な振替納税をご利用ください。
所得税と消費税等の納税は、ご自分の預貯金口座から自動的に引き落とす振替納税をご利用く

ださい。

【手続】納期限までに、税務署又は金融機関に備え付けてある「口座振替依頼書」に必要事項を

記載して税務署に提出（送付）してください。

◎２月20日（日）・２月27日（日）にも、次の業務を行います。

確定申告書作成のアドバイス・申告書の受付・確定申告書用紙の配付（署内での納税はできません）

◎確定申告期間中の駐車場の

ご利用について

２月16日から３月15日までの間、

税務署の駐車場のご利用はできま

せんので、臨時駐車場をご利用く

ださい。

平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成22222222222222222222222222年年年年年年年年年年年年年分分分分分分分分分分分分分 確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告のののののののののののののおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららせせせせせせせせせせせせせ

日野法人会会員の皆様へ
日野税務署

御社の社員の皆様への確定申告情報提供のお願い
～申告書の作成もできる国税庁ホームページのご案内～

国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）には、「確定申告特集ページ」が開設されていますが、そ

の中の「源泉徴収義務者の方へ」に給与所得者の皆様へのお知らせを掲載しています。最近は会社員

の方でも確定申告をする方が増えており、そのような方に、申告書が簡単に作成できる「確定申告書

等作成コーナー」のご案内をするものとなっています。

つきましては、御社の社員の皆様に次の方法で情報提供していただくようご協力をお願いいたします。

① 国税庁ホームページのトップページにある「確定申告特集ページ」のバナーをクリック

② 「源泉徴収義務者の方へ」をクリック

③ 給与所得者の皆様へのお知らせをダウンロード（７種類のデータの中からお選びください。）

④ 回覧、配付、メール配信、電子掲示板への掲載などの方法により、社員の皆様に情報提供

※「給与所得者の皆様へのお知らせ」は、次のページにも掲載しています。
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あなたの確定申告をサポートします
～国税庁から給与所得者の皆様へのお知らせ～

国税庁では、「医療費控除」や「住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）」など、どのような書類

を用意して、どのように申告すればよいのかといった皆様の声から、より分かりやすく、便利なサー

ビスをご利用いただけるように、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）に、「確定申告特集ページ」

を開設し、確定申告に関する様々な情報を提供しています。

■確定申告特集ページでは

給与所得者の方に向けて、次の還付申告の手続が流れに沿って理

解できるように説明しています。

○ 医療費控除の還付申告

○ 住宅ローン控除の還付申告

また、確定申告に関して知りたい情報や必要な情報へ、すぐにア

クセスでき、とても便利です。

■申告書の作成は「確定申告書等作成コーナー」で

確定申告特集ページから「確定申告書等作成コーナー」にアクセ

スすれば、申告書の作成が便利です。

○ パソコンで24時間いつでも使える

○ 画面上の指示に従って入力すれば、税額などは自動計算

○ 作成途中のデータも保存できる

≪作成が終わったら≫

○ 印刷して郵送等で提出又はe-Tax（電子申告）を利用してインター

ネットで送信

さらに、e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用して所得税の確定申告をすると、こんなにいいこと。

① 最高5,000円の税額控除
（平成19年分から21年分で当控除を受けた方は受けられません）

② 国税庁ホームページから電子申告

③ 添付書類の提出省略
（３年間、書類の提出又は提示を求められることがあります）

④ 還付金がスピーディー
（３週間程度に短縮）※ e-Taxの利用に際しては、事前準備が必要です。

■そのほかにもできること、いろいろ

○確定申告書の用紙をダウンロードする。 ○確定申告の手引きをダウンロードする。

○税法の取扱いをタックスアンサーで調べる。 ○税務署の所在地等を調べる。

■動画と図解で、分かりやすく解説

インターネット番組「Web-TAX-TV～ジャンルで選べる税金ガイド～」では、動画と図解で税につ

いて分かりやすく解説する番組を配信しています。
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今今今年年年ははは新新新公公公益益益法法法人人人スススタタターーートトト元元元年年年ののの年年年

新年賀詞交歓会盛大に開催
来賓・会員合わせて170名が出席

２
０
１
１
年
の
年
明
け
を
祝
っ
て
恒
例
の
新
年

賀
詞
交
歓
会
が
、
１
月
７
日
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

多
摩
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
木
会
長
よ
り
、
今
年
は
法
人
会
に
と
っ
て
新

公
益
法
人
ス
タ
ー
ト
元
年
の
年
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
昨
年

10月

29日
に
東
京
都
の
公
益
認
定
等
審

議
会
へ
移
行
認
定
申
請
書
類
の
提
出
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
進
め
ば
３
月
の
審
議
会
へ
上
程
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
認
定
さ

れ
れ
ば
、
登
記
を
済
ま
せ
て
４
月
１
日
に
は
公
益

社
団
法
人
日
野
法
人
会
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
更
に
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
い
、
会
の

活
性
化
に
務
め
、
ス
テ
ー
タ
ス
を
持
っ
た
し
っ
か

り
と
し
た
法
人
会
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
と
の
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
後
本
一
幹
日
野
税
務
署

長
、
安
藤
敏
朗
八
王
子
都
税
事
務
所
長
、
馬
場
弘
融

日
野
市
長
、
阿
部
裕
行
多
摩
市
長
、
石
川
良
一
稲

城
市
長
、
長
島
昭
久
衆
議
院
議
員
、
山
花
郁
夫
衆

議
院
議
員
（
代
理
）
、
櫛
渕
万
里
衆
議
院
議
員
他
関

係
官
公
庁
、
税
理
士
会
を
は
じ
め
と
す
る
税
務
関

係
諸
団
体
、
厚
生
制
度
受
託
会
社
な
ど
多
数
を
迎

え
、
会
員
合
わ
せ
て

170名
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

後本日野税務署長長島衆議院議員 石川稲城市長 阿部多摩市長 馬場日野市長 安藤八王子都税
事務所長

新年の挨拶をする大木会長

な
ご
や
か
な
懇
親
会
場
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今今
１
月
７
日
新
年
賀
詞
交
歓
会
の
第

１
部
で
拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所

長
・
同
大
学
院
教
授
の
森
本
敏
氏
を

講
師
に
迎
え
「
直
面
す
る
国
際
情
勢

と
日
本
経
済
・
外
交
」
と
題
し
新
春

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
森
本

敏
氏
は
安
全
保
障
問
題
の
第
一
人
者
。

最
近
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
緊
迫
化
の
要

因
は
、
中
国
と
北
朝
鮮
で
２
０
１
２

年
に
リ
ー
ダ
ー
が
交
代
す
る
の
を
予

期
し
て
、
国
内
路
線
の
変
更
を
強
い

ら
れ
て
い
る
結
果
で
は
な
い
か
と
分

析
。
北
朝
鮮
に
よ
る
昨
年

11月
の
韓

国
島
砲
撃
は
、
金
正
恩
の
実
績
づ
く

り
と
見
て
お
り
「
さ
ら
に
軍
事
的
挑

発
活
動
を
行
わ
な
い
と
い
う
保
証
は

な
い
」
と
語
り
、
今
後
も
東
ア
ジ
ア

の
緊
張
は
続
く
と
見
る
。
こ
う
し
た

中
で
日
本
の
安
全
保
障
は
ど
う
か
。

東
ア
ジ
ア
の
真
の
危
機
は
日
本
の
国
内
政
治
が
極

め
て
不
安
定
で
あ
る
こ
と
だ
と
指
摘
。
国
家
の
あ

り
よ
う
を
明
確
に
し
て
国
益
を
示
し
、
国
論
を
統

一
し
て
一
貫
し
た
政
策
を
進
め
て
い
く
必
要
を
力

説
し
た
。

法人会長賞を受賞した栗原陽菜さん

女
性
部
会
主
催
に
よ
る
第
１
回
「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

表
彰
式
が
、
１
月
７
日
新
年
賀
詞
交
歓

会
の
冒
頭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
の
趣
旨
は
、
我
が
国
の
将
来

を
担
う
子
供
た
ち
に
税
金
を
正
し
く
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年

８
月
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
ぜ
い
き
ん

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

inよ
み
う
り
ラ
ン
ド

へ
参
加
し
た
子
供
た
ち
を
お
も
な
対
象

に
税
金
を
テ
ー
マ
と
し
て
募
集
し
ま
し

た
。

新
年

賀
詞

交
歓

会
の

席
上

に
て
、

第
１

回
「
税

に
関

す
る

絵
は

が
き

コ
ン

ク
ー

ル
」

表
彰

社
団
法
人

日
野
法
人
会
長
賞

拓殖大学海外事情研究所長

森本 敏氏が講演新新春春講講演演会会

多くの会員・市民の方々が聴講

講
演
す
る
森
本
敏
氏

栗原 陽菜さん
（日野市立旭が丘小１年）

中條 康平さん
（多摩市立多摩第三小６年）

日
野
税
務
署
長
賞

山梨 舞子さん
（日野市立日野第ニ小６年）

社
団
法
人

日
野
法
人

会
女

性
部

会
長

賞

田島 七海さん
（日野市立日野第ニ小４年）

入
選

小尾 涼夏さん
（日野市日野第ニ小６年）

赤木 舞さん
（日野市日野第ニ小５年）

田辺 りおさん
（多摩市立永山小１年）
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多摩地区では、１月28日京王クラブにて、

多摩市長阿部裕行氏を講師に招いた新春講演

会が開催されました。「市民主権のまちづく

りについて」をテーマに、地域主権をめざし

たこれまでの多摩市の取り組み、これからの

まちづくりにおける基本的な考え方について、

講演いただきました。

阿部多摩市長を講師に新春講演会開催

日野地区第３支部では、１月20日サカエヤにて

中嶋審理担当上席を講師に、法人税調査での指摘

事項をテーマとして、みなす役員に対する給与、

役員退職給与、過大役員退職給与など具体事例を

基に解説いただきました。

法人税調査での指摘事項

青年部会では、12月１日関戸公民館にて、経営セミナーが開催さ

れました。

㈲ジャックコーポレーション代表取締役林将貴氏を講師に招き、

「これからの東アジアの中での中小企業の生き残りをかけて」と題し

講演いただきました。

経 営 セ ミ ナ ー ─青年部会─

女性部会では、会員相互の親睦と

交流を目的として１月23日から24日

にかけて、南房総鴨川方面への一泊

研修会が開催されました。

見返り美人図で有名な浮世絵師菱

川師宣記念館の見学や安房小湊での

誕生寺参拝、二日目は花倶楽部での

ポピーや金魚草などの花つみなど有

意義な二日間を過ごしました。

早 春 の 南 房 総 一 泊 研 修 会 ─女性部会─

誕生寺にてガイドさんから説明を 花倶楽部にて花つみも

日野地区第３支部

12～1月

女性部会では、必ず役立つ最近の税務情報をテーマとして、身近な相続・贈与税、最近の税務調査への

取り組みについて、日野税務署の資産課税第１部門柳田統括官、法人課税第１部門矢部統括官を招き、地

区別に税務研修会を開催いたしました。

地 区 別 税 務 研 修 会 ─女性部会─

日野地区 12月３日
多摩信用金庫高幡不動支店

多摩地区 12月２日
京王クラブ

稲城地区 12月15日
稲城市地域振興プラザ

講
演
す
る
阿
部
市
長
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新新新新新新新新 入入入入入入入入 会会会会会会会会 員員員員員員員員 のののののののの ごごごごごごごご 紹紹紹紹紹紹紹紹 介介介介介介介介

株式会社 エスアールエル

立川市曙町24119

�0425267100

サービス業

日野地区第２支部所属

ツアーオンライン
株式会社
立川市上砂町5332106

�0425385870

ホームページ制作・
レンタルサーバー

日野地区第10支部所属

株式会社 プロメテウス

日野市三沢22821

�0425921474

教育

日野地区第11支部所属

株式会社 権左エ門

多摩市一ノ宮1235

�0424000403

飲食業

多摩地区第２支部所属

有限会社 宇龍企画

多摩市永山2271

�0423742888

不動産管理業

多摩地区第６支部所属

株式会社 ヒラサワ

稲城市矢野口3750105

�0423799351

食肉卸

稲城地区第１支部所属

株式会社 げんぱん

稲城市矢野口26226

�0423708740

持ち帰り弁当・宅配

稲城地区第１支部所属

有限会社
クリエイティブ・ピシーズ
稲城市百村16213

�0423799895

広告企画制作・
出版編集他

稲城地区第２支部所属

株式会社 ベスコ

稲城市若葉台1148202

�0423506781

建設業

稲城地区第３支部所属

IUTRADING
株式会社
稲城市若葉台15810

�0423501806

貿易商社

稲城地区第３支部所属

東京都民銀行稲城支店

稲城市大丸92

�0423771321

銀行業

稲城地区第４支部所属

有限会社 ジョゴ

稲城市大丸221127

�0423788231

スポーツ用品販売

稲城地区第４支部所属

入会しましたどうぞよろしく

平成22年10月～

平平成成2222年年版版「「中中小小企企業業のの賃賃金金･･退退職職金金事事情情」」
頒頒布布ののおおししららせせ

東京都では毎年、従業員10人～300人未満の都内中小企業を

対象に、賃金、初任給、モデル賃金や賞与・諸手当等の調査結

果をまとめて「中小企業の賃金事情」を発行しています。22年

版では退職金・退職年金、定年制についても調査しております。

公社では、平成22年版「中小企業の賃金・退職金事情」を賃

金や労働時間などの労働条件を検討する際の参考資料としてご

活用いただけるよう、東京都の承認を得て、下記のとおり限定

複製出版いたします。この機会に、是非、ご購入ください。

記

１ 規 格 Ａ４版（143ページ）

２ 価 格 １冊 500円（税込、送料別）

３ 申込方法 ご希望の方は、FAX（下記申込書記入）・Web・

電話にて下記の５項目をご連絡ください。

�希望冊数 �事業所名 �送付先住所

�申込者氏名 �電話番号

（月～金 9:00～17:00）

４ 申 込 先 財団法人東京都中小企業振興公社

総合支援部 企業人材支援課 企業人材支援係

〒1010025 千代田区神田佐久間町19

東京都秋葉原庁舎４階

電話 0332519364 Fax0332517888

http://www.tokyo-kosha.or.jp

労労労労労労労働働働働働働働保保保保保保保険険険険険険険ののののののの

加加加加加加加入入入入入入入手手手手手手手続続続続続続続きききききききはははははははおおおおおおお済済済済済済済みみみみみみみででででででですすすすすすすかかかかかかか？？？？？？？
（一人でも雇ったら、
入ろう。労働保険。）

労働保険（労災保険と雇用保険との総

称）は、労働者のセーフティネットとし

て、労働者の思わぬ労災事故の補償や予

期せぬ失業をサポートすることにより、

労働者の生活や雇用の安定を図るもので

す。

労働者を１人でも雇用した場合には、

事業主は労働保険の加入手続きが義務付

けられています。未だ、加入手続きがお

済みでない事業主の方は、速やかに加入

手続きをお願いいたします。

お問い合わせは……

●労災保険については、
八王子労働基準監督署

�042-642-5296

●雇用保険については、
ハローワーク八王子

�042-648-8624
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〈多摩地区 第１支部所属〉

ふふふれれれあああいいい 企業PR、新商品の紹介等にご利用下さい。
掲載ご希望の方は事務局まで。

コココーーー
ナナナーーー

掲掲掲載載載無無無料料料

〈稲城地区 第１支部所属〉

〈日野地区
第14支部所属〉



申し込みは法人会事務局まで

� 042-593-9900
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ふふれれ
ココーー
ナナーー

掲掲

日野法人会へのご意見、ご要望は下記アドレスへお寄せ下さい。

hojinkai＠mail.hinocatv.ne.jp
日野法人会の行事予定はホームページで！

http://www.tohoren.or.jp/hino

裏表紙 ふれあいウオッチング

「町名地名名所旧跡物語�」

馬頭観世音塔
写真・資料提供：稲城市教育委員会

クリスマスローズ
クリスマスローズは寒さに強く、花の少ない冬から

春にかけて咲きます。また、花期も長く、日陰に耐え

ることが出来る貴重な植物です。

写真 広報委員長 熊澤僑一郎

表表 紙紙 紹紹 介介

会会会ののの動動動ききき ２月～３月 ２月15日現在

日 時 名 称 会 場

２月21日� 17:30日野地区市長講演会 日野市役所

２月22日�

12:00正副会長会 法人会事務局

14:00常任理事会 たましん高幡不動支店

15:30理事会 たましん高幡不動支店

２月24日�
18:30青年部会正副部会長･運営専務･委員長会 多摩市健康センター

19:00青年部会理事会 多摩市健康センター

３月２日� 16:00広報委員会 法人会事務局

３月９日� 16:00組織委員会 法人会事務局

３月11日�
14:00経営セミナー たましん高幡不動支店

16:00研修委員会 法人会事務局

３月14日� 12:00女性部会理事会 たましん高幡不動支店

３月16日� 13:30法人税講座① たましん高幡不動支店

３月17日�
9:30決算法人説明会 パルテノン多摩

13:30決算法人説明会 パルテノン多摩

３月18日� 13:30法人税講座② たましん高幡不動支店

３月22日� 13:30法人税講座③ たましん高幡不動支店

３月23日�
13:30源泉部会テーマ別研修会 京王クラブ

17:00源泉部会役員会 京王クラブ

３月24日� 13:30法人税講座④ たましん高幡不動支店

３月25日� 稲城地区市長講演会 会場未定

個人でも会社でも仕事を頂くのには大変な努力が

必要です。学生時代は世界に一つだけの花でも実社

会はズブズブの競争社会です。選んでもらう為には

努力が必要です。それはともかく若い有能な人が就

職出来ないのは国家にとっても損失です。大企業だ

けが会社ではありません。中小企業も選択肢の中に

いれてはどうだろうか？生き甲斐、働き甲斐は働い

ていく中で感じるもので会社の大小には関係ないと

思う。小さくてもキラリと光るものがある。将来性

を感じる。そういう中小企業はいくらでもあります。

是非そういう会社にも目を向けて欲しいと思います。

広報委員 高無 保雄

編編 集集 後後 記記

決算法人説明会の予定

●３月17日� 午前９時30分～11時30分 パルテノン多摩
午後１時30分～３時30分 パルテノン多摩

●４月21日� 午後２時～４時 日野税務署

新設法人説明会の予定

●４月14日� 午後１時30分～３時30分 日野税務署

検索日野法人会

経経営営セセミミナナーー

と き ３月11日（金）午後２時～３時30分

ところ 多摩信用金庫 高幡不動支店 ２階

テーマ パソコン安心活用セミナー
―簡単･確実･低コスト

情報セキュリティ入門―

講 師 日本電子認証㈱
シニアマネージャー 加来 雅隆 氏

受講料 無料

法人税・消費税講座のご案内
４日間シリーズ

―法人税・消費税の確定申告書（別表）

の書き方等―

★日 程 ３月16日�、18日�、22日�、24日�
★時 間 いずれも午後１時30分～午後４時

★講 師 日野税務署法人課税第１部門
審理担当上席 中嶋 隆浩 氏

★会 場 多摩信用金庫高幡不動店 ２階会議室

★受講料 500円、非会員 2,000円
（４回分テキスト代として）

源泉部会テーマ別研修会

★と き ３月23日� 午後１時30分

★ところ 京王クラブ ２階ミーティングルーム

★内 容

第１部 源泉実務講座 13:30～14:30

テーマ 税制改正と源泉所得税の誤りやすい事例

講 師 日野税務署 担当係官

第２部 社会保険･労働保険実務講座 14:45～16:45

テーマ 算定基礎届・年度更新について

講 師 特定社会保険労務士 菅沼真奈美 氏

★受講料 無 料
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─稲城市指定文化財─

この馬頭観世音塔（ばとうかんぜおんとう）は、多摩川のもと渡船場

の近くにあり、渡船を利用する人々が交通安全を祈念して建てたものと

思われます。文化13年（1816）に建立され、市内に現存する最古のもの

です。また最も大型（高さ184㎝）の石塔であり、一般的には、方柱形

と駒形（石塔の頂部が将棋の駒形をしている）が中心で、「馬頭観世音」

と文字だけ彫るものがほとんどであるのに、本格的な浮彫りによって三

面八臂を表わした馬頭観世音像はこの石塔のみの貴重な作例です。

馬頭観世音の信仰は江戸時代後半から明治大正にかけて農村に馬が普

及し、馬の果たす役割が大きくなったことと深い関係があるといわれて

います。農作業や荷物の運搬には馬が使われることが多く、それに伴っ

て病気や事故で死んだ愛馬を供養することも増えたと思われます。合わ

せて旅の安全や五穀豊穣、平和への祈念などの信仰も行われるようにな

りました。

市内には、文化13年（1816）から昭和39年（1964）約150年間に造られ続けられた馬頭観世音が、旧

道沿いを中心として総数45基、各地域に分散して建てられています。そのうち18基が矢野口地区に集中

しており、14基は矢野口の渡船場のあった場所に近い旧道に沿ってならんでいます。渡しは川の両岸を

結ぶ交通路であり、流域の人々に

とっては、人や物資等の運搬、耕

作場への移動など重要な役割を果

していました。石塔の台石には願

主谷埜口邑（矢野口村）をはじめ、

造立に当たって寄進をした近隣の

19か村の名前が刻まれていて、こ

の道と渡船場の位置づけをよく物

語っていると言えるでしょう。

この石塔は馬の役割と渡船場の

重要さを示す資料として市の文化

財に指定されています。

（写真・資料提供

稲城市教育委員会）
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稲城市指定文化財
馬頭観世音塔

▲馬頭観世音
（稲城市指定文化財）

▲旧道ぞいに並ぶ馬頭観世音


